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三上先生ご退職に寄せて
　　　　　　　　　　　　　三上昭彦さんの退職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別　府　昭　郎
　定年退職は，森鴎外の言葉を借りれば，三上さんの「なかじきり」だと思います。　「なかじ
きり」を「なかじめ」と同じという人がいますが，私は「なかじめ」は俗であるし，人の人生
は宴会とはちがうのだから，　「なかじめ」というより「なかじきり」と言うほうが俗ではなく
優雅であるし，教養的だと思います。
　1973年に三上さんと私は，同時に明治大学教職課程に就任しました。三上さんの思い出はた
くさんありますが，　「差別との闘い」，　「三上さんが教職に残した遺産」，　「三上さんの思考
方法」という3つの視点から私見を述べて，三上さんが無事40年問明治大学に務められたこと
を，心から祝賀したいと思います。
　就任した当時，　「教職課程」は他専攻から特殊な目でみられていました。他専攻の先生と酒
を飲みかわしたり，コーヒーやお茶を飲んだりすることはありませんでした。教職課程の教員
は異質なものとみられていたのでしょう。三上さんと私は，それはよくないことだと思ってい
ました。他人のことはいざ知らず，二人とも差別をなくすことにとり組みました。具体的には，
積極的に他専攻の若手と話したり，見舞いに行ったり，酒を飲んだり，研究会に出たりして，
差別感をなくすることに務めました。努力の甲斐あって，大分差別感はなくなってきて，今日
の教職課程があると思います。差別感がなくなったという意味で，三上さんに感謝しています。
　教職課程にのこした「遺産」にっいて言えば，当時は，教職課程が教員養成に他学部・他専
攻に関与させずに，ひとりじめしていたと言える状態でありました。明治大学としては，教員
養成を教職課程におしっけていたとも言えましょう。三上さんと私が赴任する前の三木寿雄氏
（幸にも，私は個人的に全く知らない）が他の教員にはタッチさせなかったからであると聞い
ています。私たちが採用されたときの主任である野辺忠郎氏でさえ，授業をするのみで，教育
実習にはタッチしていなかったと聞いています。三木氏の独断でやっていたのです。皆で話し
あって，方針を決めるやり方ではありませんでした。そういった意味で「閉鎖的」であったと
言えるでしょう。教育実習の準備手続きである実習校にいって承諾のハンコをもらってくるの
も，区教委や都教委に書類をもっていくのも，教職課程の教員だけがやっていたのです。事務
室はタッチさせられませんでした。実習校を選択するばあいにも，三木氏は，自分の書いた著
作を学生にかわせ，校長によませ，感想文を書かせ，その上で実習校の校長を評定し，実習校
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を判定する体制でありました。これには校長達の強い反発がありましたが，三木氏は押し切っ
たと聞いています。三上さんと私が就任したときには，こういう状態でした。
　現在の明治大学全学体制で教員養成を行うシステムは，三上さんの発言にその源流を持つと
歴史的に言えるのではないかと考えています。現在のシステムがあるのは，自然にそうなった
という自然現象ではなく，三上さんの爆弾発言にその淵源はあるのではないかと考えています。
1974年（だったと思うが）の「教職課程委員会」　（当時はそういう名称であった）で，三上さ
んは「教員養成は教職課程の教員だけでなく明治大学全体で責任をもつべきである。そうでな
いと，私たちには研究する暇もない。」という意味の爆弾発言をしました。この発言を当時の
教職課程の年長者野邊先生や菅原先生も支持せざるを得ず，まず文学部の執行部が実習校訪問
を行う意思を表明し，全学に広まっていきました。それからは，研究授業には，学部の教員が
行くのが常態となって，現在に至っております。
　三上さんの思考の特色は，よく言えば，　「批判」と言いうるのではないかと思います。たと
えば文部科学省が教育基本法の改正を提言しますと，それの基本精神や条文を批判するという
が如くです。私は，批判するバックには，理論があると考えております。その理論を他の人が
わかるように論文として提示すれば，りっぱな博士論文になるのにと思うことしきりです。そ
ういう理論があれば，個々の事例は応用問題として個々人が考えればいいことになります。そ
ういうバックにある理論を他人が理解できるように提示する用意はないのだろうかという疑問
を持っています。
　そういう理論を提示すれば，もっと批判の精神，抵抗の精神を普及できると思っているので
す。個々の事例を批判することによって，批判の精神，抵抗の精神を学ぶことができるという
意見もありうるでしょう。しかし，批判の背景となっている理論を提示することによって，よ
り一層その精神を知ることができるのにと考えてしまいます。
　以上，日頃言えない三上昭彦論をもって，三上さんの定年退職を祝いたいと思います。
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